
可
観
小
院
患
引
九

部
下
騒
悶
棋
の
『依
、
其
醐
仰
は

E
A
沙
汰
に

τ子
今
巷
設
紛
h
k

仕
候
。
モ

れ
故
先
不
申
越
候
。
先
づ
は
北
ハ
常
日
迄
の
慌
に
て
、
共
後
は
叫
附
り

候利付骨折、

E
魁
の
卸
持
分
陀
は
難
被
差
世
御
伎
と
肝
候
。
出
訓
郡
御
成

の
日
と
巾
、
於
都
下
か
桜
の
山
田
近
切
に
t
き
仕
形
民
仰
鹿
候
。
と
か

〈
脇
町
よ
り
は
数
百
人
の
償
、
E
魁
は
相
知
不
市
民
付
、
先
づ
其
逝

に
龍
成
居
申
桜
子
に
御
座
候
。
尾
-
紀
岡
公
の
御
容
子
を
初
め
、
か
様

の
俄
に
至
迄
、
河
端
上
級
御
憂
慮
の
仙
冊
、
出
中
恐
祭
桐
判
事
に
候
。
と
か

〈
御
遊
中
主
初
め
御
役
人
衆
、
一
人
も
経
済
の
志
然
之
、
上
意
翠
脂
血

仕
候
俄
、
先
生
此
都
の
み
御
暁
忠
被
成
候
。
以
上
。

一
、
附
日
並
び
州
づ

今
年
二
月
二
十
日
・日

日

日

の
三
朝
、
信
州
陀
て
隔
日
並
仰
で

候
3

以
聞
に
大
勝
街
談
判
削
閉
口
も
有
之
候
。
笠
厳
守
殿
柑
川
勝
の
人
と
相

見
え
巾
候
。
孝
七
に
次
候
て
は
此
出
前
八
に
て
候
。
共
外
に
は
仰
門
弟

の
内
に
も
蛇
一
之
候
曲
。一二
"付近
"も
在
住
御
剛

府
十
北
帯
広
付
、
日
比
非
に
と
被
申
候
て
致
供
罷
越
、
子
今
駿
府
民
経
花

候
。
此
聞
も
来
世
候
て
、
泊
総
迄
の
約
束
に
候
故
、
出骨
は
何
と
ぞ
般

を
取
巾
皮
候
得
共
、
随
分
情
意
に
被
巾
候
故
、
何
と
も
成
中
開
放
と

策
の
域
医
存
候
。
三
自
民
一
度
程
宛
、
論
語
と
平
ら
ん
部
談
被
申

五
六

に
至
り
符
村
川
拙
候
。
此
制
聞
に
候
由。

て
能
州
字
削
体
常
持
埼
佐
伯
の
魁
容
凡
開
校

能
州
字
山
州
津
常
持
靖
、
去
年
五
月
潟
一
-
後
光
寺
-佼
=
商
閣
九
州
及
二
均
一

今
度
蛍
地
に
も
如
一
-
衣
姿
-
物
天
降
の
所
、
共
賢
竪
き
事
如
石
に
候
。
-
止

州
森
山
遜
に
降
候
は
煮
候
庭
、

一
到
は
三
升
程
陀
も
罷
成
候
。
牛
馬

民
伺
候
に
能
給
候
国
闘
に
候
。
四
五
年
許
も
以
前
、
紀
州
熊
町
の
遺
伝

枯
篠
に
小
裟
の
秘
成
も
の
、
彩
数
恨
の
り
候
。
食
候
へ
ば
怖
の
婆
よ

り
も
味
能
党
候
旨
、
安
住
寺
主
借
物
語
に
候
。
来
恥
帆
寺
主
街
中
附
候

は
、
北
(
年
叫
州
大
部
品躍
に
罷
悲
候
出
出
、日正
も
枯
笹
に
小
婆
み
の
り
、

一
人
民
て
一
二
石
迄
も
釆
納
候
も
の
共
有
之
候
。
共
年
天
下

一
統
凶

年
に
候
庭
、
布
枯
笹
の
小
婆
に
て
張
た
す
か
り
候
由
附
術
申
附
候
。

共
闘
よ
り
天
下
一
問
、
か
ら
竹
広
自
然
ど
と
い
ふ
も
の
制
、
昨
今
年

候
を
、
共
濯
の
者
共
見
巾
候
。
日
地
に
て
は
如
何
有
之
候
哉
の
段
、

松
本
町
四
の
内
長
問
苛
隠
居
直
心
山
地
主
人
道
光
、
容
赦
を
以
帯
越
候

旨
、
凶
方
苛
主
品
叩常
服
申
関
候
背
中
、
仰
泊
地
陀
て
左
桜
の
俄
且
て
無

之
候
。
京

-
江
戸
等
忙
て
も
左
様
の
似
無
之
と
相
見
え
、
今
日
に
至

迄
何
と
も
不
巾
派
候
。
日
制
一
↑
円
五

一
、
自
然
枕
を
生
中
'

一
一
月
二
十
八
日

一
、
宝
鳩
山
帥
太
何
世
間
続
税
畿
の
俄
勾
小
苛
溢
路
来
故

小
切
兄
桃
山
臥
之
内

維
新
相
済
候
故
、
頃
日
は
太
極
間
続
仰
税
務
も
、‘
御
改
可
被
遊
と
御

取
懸
り
被
成
候
。
先
年
仰
鱗
畿
の
内
、
徐
程
御
強
明
陀
御
座
候
得
北
ハ
、

H

品
目
に
て
は
済
不
申
候
陀
付
、
御
取
懸
被
成
候
へ
ば
殊
の
外
六
ケ
敷
払

思
召
候
。
或
問
を
も
御
著
可
被
遊
と
思
召
候
。
注
解
の
内
へ
は
入
が

た
き
白
川
も
御
座
候
故
、
問
答
の
併
に
不
被
成
候
て
は
成
不
申
候
。
右

秘
義
御
改
の
思
召
立
殺
て
御
座
候
上
、
尾
張
公
御
家
老
鈴
木
丹
後
守

と
巾
人
、
先
年
よ
り
被
致
参
上
候
。
此
人
へ
不
園
、
太
倒
闘
校
時
援

の
事
御
酬
明
被
遊
候
へ
ば
、
度
々
此
印
刷
被
巾
上
、
去
年
も
仰
普
通
の
所

被
申
越
候
陀
付
、
努
被
思
召
立
候
由
。
叉
或
人
被
申
候
は
、
四
相官
は

務
附
却
の
本
も
御
座
候
。
五
経
の
和
知
不
定
候
て
衆
議
成
事
に
候
。
児

を
記
し
候
故
、
政
治
の
事
に
は
指
て
韻
り
不
申
候
得
共
、
人
京
御
郎

被
成
候
て
も
、
仰
な
得
促
可
成
問
問
も
有
之
候
。
左
候
へ
ば
御
上
げ
候

て
可
然
俄
と
も
存
候
。
乍
去
省
前
賢
へ
御
相
談
の
上
陀
て
の
俄
可
M
m

候
。
以
上
。

小
股
容

H
九

地
剛
山
賀
へ
御
相
談
候
て
不
引
古
俗
に
候
。
中
斜
線
へ
も
靴
日
刊
を
抗
敗
よ

り
御
逃
可
有
之
旨
克
巳
有
候
。
此
也
は
帯
感
者
の
お
に
成
申
儀
の
み

可
観

俄
時
中
存
候
。

鈴
木
丹
後
喝
事
年
齢
五
十
許
、
究
大
な
る
桜
子
に
て
様
子
よ

t
制
見

え
巾
候
。
此
頃
御
胤
被
都
一
候
へ
は
、
以
日
尾
張
公
へ
餓
疏
を
上
り、

背
山
地
不
注
引
筒
申
沙
汰
有
之
候
。
い
か
さ
ま
左
級
に
も
候
か
、
久
掛
制

御
普
通
も
不
被
附
也
候
。
此
儀
賀
郡
候
へ
ば
芯
も
有
之
も
の
と
忠
利

候
。
粂
て
御
聞
及
の
多
国
儀
八
事
、
依
竹
笠
岐
守
敗
へ
被
団
組
分
に
て

龍
在
候
。
笠
岐
守
殴
殊
の
外
信
仰
陀
て
候
。
去
年
よ
り
笠
厳
守
殿
駿

上
候
。
論
部
は
全
部
大
か
た
御
草
稿
も
川
来
居
申
候
成
、
光
年
焼
失

仕
候
。
大
方
臥
締
結
は
全
部
出
来
可
仕
候
成
、
近
頃
可
間
部
不
及
是
非

五
六

九
品
紫
殺
の
銃
陀
も
罷
成
候
事
陀
候
問、

先
生
御
駄
に
て
版
行
被
仰
付

候
桜
花
と
巾
上
候
。

H
正
も
お
と
被
思
召
候
故
、
=
一
般
並
春
秋
三
仰
を

も
御
副
被
遊
候
て、

動
御
改
可
被
遊
と
も
思
召
候
。
か
桜
の
俄
共
、

中
h
k

忠
認
候
桜
花
は
被
お
成
ま
じ

t
候
へ
ど
も
、
と
か
く
成
次
第
と

忠
有
候
旨
被
仰
附
候
。
声
孝
七
郎
山
'
品
地
主
制
合
候
へ
ば
、
除
制
帆
御
手

助
に
も
罷
成
候
へ
ど
も
、
共
依
然
御
山
由
候
旨
被
仰
候
。
大
息
域
間
新

統
の
依
も
申
上
候
へ
ば
、
成
程
其
俄
も
御
志
御
座
候
。
大
息
迄
新
疏

と
巾
も
如
何
敷
候
故
、
中
府
も
可
被
遊
と
思
召
候
由
。
仰
口
気
の
妙、

中山州
新
統
御
潟
稿
も
被
遊
候
様
子
に
問
え
巾
候
。
以
段
御
官
時
は
不
巾




